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「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

人間将棋の駒に扮して移動する
左から村井誠一くん、阿部恵大く
ん、石塚福くん（百石小３年）たち。
対局を解説する盤面をじっとみつ
めている。

全国将棋まつり Proud!
Japan

東日本大震災の復興を支援しよう

Special Topics

広
報
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全日本ジュニア空道選手権北海道地区大会　

　小学２年の部　優勝

　　五
い

十
が

嵐
らし

鷹
たか

人
と

くん（８）＝青葉＝
◎北海道大会の感想
　一回戦だけ緊張したけど、あとは緊張しな
　かった。得意技が決まったときがうれしかっ
　た。
◎全国大会の意気込み
　全国大会で優勝したい。

全日本ジュニア空道選手権北海道地区大会

　小学 5･6 年女子の部　準優勝

　　葊
ひろ

瀨
せ

友
ゆ

香
か

さん（12）＝青葉＝
◎北海道大会の感想
　準優勝したけど、大会ではあまり力を発揮
　できなかった。
◎全国大会の意気込み
　負けた相手に当たったら次は必ず勝ちた　
　い。

全日本ジュニア空道選手権北海道地区大会

　小学 5･6 年軽量の部　第３位

　　古
ふる

田
た

海
かい

翔
と

くん（11）＝曙＝
◎北海道大会の感想
　優勝したかったけれど、負けてしまって悔
　しかった。
◎全国大会の意気込み
　悔しい気持ちをばねに全国大会では優勝し
　たい。

₂写真左から古田海翔くん、五十嵐鷹人くん、　
　廣瀬友香さん。互いに切磋琢磨してきた

₁五十嵐代表（左）と一緒に、町長と教育長へ
　大会の結果を報告

₃道場での稽古の様子。気持ちの入った構え₂₂写真左から古田海翔くん、五十嵐鷹人くん、　写真左から古田海翔くん、五十嵐鷹人くん、　

 

大
道
塾
五
十
嵐
道
場
は
、
８

月
21
日
、
空
道
ジ
ュ
ニ
ア
界
で

は
屈
指
の
強
豪
が
ひ
し
め
く
北

海
道
地
区
大
会
に
12
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災

に
よ
り
東
北
大
会
の
目
途
が
立

た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
同
道
場
の
選
手
た
ち

に
と
っ
て
は
敵
地
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
７
人
が
入
賞
し
、
う
ち

３
人
が
お
い
ら
せ
町
の
選
手
。

　

道
場
代
表
の
五い

十が

嵐ら
し

祐ゆ
う

司じ

さ

ん
＝
青
葉
＝
は
、「
こ
の
大
会

の
成
績
は
厳
し
い
合
宿
を
乗
り

越
え
た
成
果
。
全
国
大
会
ま
で

時
間
が
あ
る
の
で
他
の
道
場
も

意
気
込
ん
で
く
る
は
ず
。
気
を

引
き
締
め
て
臨
み
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。
彼
ら
の
全
国
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

◆大道塾・空道とは
　大道塾は、空手から発展した「格闘空手」の団体として 1981 年宮城
県仙台市で創立（創始者：東孝塾長）。
　「空道」とは、この「大道塾」が提唱する武道スポーツの競技名称を指す。
顔部に特別に開発された防具を着用することで、突き、蹴り、頭突き、
肘、投げ、締め関節を含んだ寝技、寸止めのマウントパンチなどさまざ
まな攻撃を認め実戦性の追及を図る一方、競技スポーツとしての安全性
を重視することで、現在は、国内最大の規模（国内 100 ヶ所以上、海外
約５６ヶ国）に支部をもつ総合武道の団体として成長している。４年に
一度の世界選手権に加え、本年２月にはロシアで初のワールドカップも
開催された。2013 年には東京でＵ -19 で競う世界ジュニア選手権の開
催が決定している。

Igarashi  Takato

強固な精神力で立ち向かう

五十嵐 鷹人

― Fighting Spirits ―

₁₁五十嵐代表（左）と一緒に、町長と教育長へ五十嵐代表（左）と一緒に、町長と教育長へ

Igarashi  TakatoIgarashi  Takato

五十嵐 鷹人五十嵐 鷹人
Furuta  Kaito

古田 海翔
Furuta  KaitoFuruta  Kaito

古田 海翔

₃₃道場での稽古の様子。気持ちの入った構え道場での稽古の様子。気持ちの入った構え

Hirose  Yuka
葊瀨 友香
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お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

Public Relations OIRASE No.80
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2011

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれる町」の情報誌・
広報おいらせ 10 月号の経費は１冊約 47 円です。

CONTENTS
02 Oirase First Page

03 CONTENTS

04
Special Topics

□第 26 回全国将棋祭り
□チャリティフレンズライブ 9th

07
まちの話題 =Oirase Topics=
　□いきいき健康まつり
　□ヒラメ稚魚放流会
　□ハートピアおいらせ県下短歌大会
　□町敬老会　　　　ほか　

10 22 年度決算の概要

12
Monthly Oirase Information
　◦お知らせ
　　□おいらせ鮭まつりスタッフ募集
　　□イヌの登録と狂犬病予防接種
　　□子ども医療費制度を開始
　　□ごみ処理手数料が変わります　ほか

20 おいらせアーカイブス

21 公民館講座、図書館情報

22 義援金などの紹介

26 おいらせ健康カレンダー

27 戸籍の窓

28 ズームアップ
　福田末太郎さん

さくら いちょう はくちょう

町の花木鳥
Oirase's Flower & Tree & Bard

� erry Blo� oms Maidenhair Tree Swan

目　次

おいらせ自慢の風景「おいらせ町景観百選」 File_07 

いちょう公園

いちょう公園は、照明付きテニ
スコート、多目的グランド、体
育館が整備され、春には桜が咲
きみだれ町民の憩いの場として
親しまれています。
公園の一角には「白鳥の湖」と
称される根岸堤があり、夏季は
水鳥や野鳥がたわむれ、自由の
女神の容姿を映し出し、また冬
は白鳥が飛来し、水面に踊る姿
を楽しむことができます。 

Oirase Town InformationOirase Town InformationOirase Town Information 

町名そのものをデザイン
化した町のシンボル。▶
緑色は豊かな自然環境と
田園定住都市▶青色は奥
入瀬川と太平洋▶赤色は
住民の活力―を表す。

まちの人口と世帯（９月１日現在）

人口 前月比
男性 12,203　 ⇧ 14

女性 12,937　 ⇩   2

合計 25,140　 ⇧ 12

世帯数 前月比
世帯 9,471　 ⇧  14

Oirase Data

面積 71.88km2

長さ
南北 10.3km

東西 10.1km

標高 最高点 60.9m

町章おいらせが全国に誇るブランド

町のイメージキャラクター

Oirase's SymbolOirase's Brand

Oirase's Image Character

名前は「おいらくん」。
丸みのある顔は OIRASE
の頭文字「O」と町民の
和、胴体は命の源であ
る水のしずくを表現し、
キャラクター化した。

にんじん娘

おいらせ町で収穫した中まで赤いニンジンを
使用した、ふわっと、しっとりしたカステラ
です。ニンジン嫌いの人でも食べられるよう
に工夫しました。

問おいらせ新鮮市場（イオンモール下田内）
　☎ 0178-50-3182
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Special Topics

26
th

全国
Oirase-Shogi Festival

　将棋祭りの始まりは昭和
61 年にさかのぼる。故大

おお

山
やま

康
やす

晴
はる

十五代永世名人は、おい
らせ町民である棋道師範の中

なか

戸
と

俊
とし

洋
ひろ

さんとの出会いから、
おいらせ町（当時百石町）の
将棋の普及活動に尽力され
た。
　その意志を受け継いだ将棋
関係者や将棋ファンによっ
て、今日まで続いており今年
で 26 回目を迎えた。
　これまで日本将棋連盟の協
力のもと、数多くのプロ公式
戦やアマチュア大会が開催さ
れてきた。参加する者は遠く
は関東圏からであり、そうし
た熱烈なファンによって支え
られている。

Roots



❸ ❷ ❶

Oirase-Shogi Festival
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第
26
回
全
国
将
棋
祭
り
は
、
８
月

20
日
、
21
日
の
両
日
、
み
な
く
る
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
校
生

ま
で
の
各
団
体
が
出
演
し
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
発
表
会
の
後
、
こ
の
祭
り
の

呼
び
も
の
で
あ
る
「
子
ど
も
人
間
将

棋
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
棋
士

と
小
学
生
代
表
の
ペ
ア
が
対
局
し
、

駒
に
扮
し
た
小
学
生
た
ち
が
盤
上
を

移
動
す
る
の
で
す
。
開
始
と
同
時
に

威
勢
の
い
い
掛
け
声
で
子
ど
も
た
ち

は
出
陣
し
、
駒
と
し
て
頑
張
り
ま
し

た
。
観
客
た
ち
は
そ
の
熱
戦
を
有
吉

道み
ち

夫お

九
段
と
西
村
一か
ず

義よ
し

九
段
の
大
盤

解
説
で
聞
き
な
が
ら
、
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　

21
日
は
倉
敷
藤
花
杯
へ
の
挑
戦
権

を
掛
け
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
倉
敷
藤

花
戦
女
流
棋
士
対
局
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
併
せ
て
、
小
学
生
か
ら
有
段
者

ま
で
の
大
山
名
人
杯
争
奪
将
棋
大
会

が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
有
吉
・

西
村
両
氏
が
藤
花
戦
対
局
の
大
盤
解

説
を
し
、
来
場
者
た
ち
は
プ
ロ
の
一

手
一
手
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
子
ど
も
や
初
心
者
を
対
象

に
プ
ロ
棋
士
が
何
人
も
を
相
手
に
対

局
す
る
多
面
指
し
も
行
わ
れ
、
プ
ロ

棋
士
と
の
対
局
を
多
く
の
人
た
ち
が

満
喫
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
友
達
同
士
や
親

子
連
れ
も
多
く
来
場
し
た
２
日
間
、

会
場
の
中
庭
は
、
す
い
と
ん
試
食
会

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
出
店
で

大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

❶田
た

中
なか

悠
ゆう

一
いち

四段とペアを組み、対局するおいらせ町将棋教室代表の川
かわ

村
むら

匠
しょう

吾
ご

くん

❷駒の旗を持った子どもたちがマス移動する「子ども人間将棋」

❸行
なめ

方
かた

尚
ひさ

史
し

八段とペアを組み、対局する全国小学生倉敷王将戦おいらせ町代表の

　向
むかい

谷
や

地
ち

暁
さとし

くん

❹百石高校生が作った「だるま芋すいとん」の試食コーナー

❺元気な駒踊りをみせる深沢保育園児たち

❻切れのあるばちさばきの王将太鼓。大山名人が名づけ親だ

❼倉敷藤花戦おいらせ対局、上
うえ

田
だ

初
はつ

美
み

女王（写真右）と山
やま

口
ぐち

恵
え

梨
り

子
こ

女流初段（左）

❽❾大山名人杯争奪将棋大会の一コマ。大人も子どもも真剣なまなざし

❿憧れの田中プロと多面指しで対局❿

❾

❽

❼

❻ ❺ ❹
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charitey � iends live 2011charitey � iends live 2011charitey � iends live 2011
縄文の森
チャリティ
フレンズライブ

9th

₃出演者同士のコラボレーションが実現

₄モデルクラブ「アンオリーブ」からの
司会の二人。息もぴったり

₂さわやかなハーモニーを奏でる
「びぃだま」

₅天候に恵まれてバーベキューを楽しむ
来場客

₁夜の森に響く歌声に、会場が一つになり盛り上がる 　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た

夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、
縄

文
の
森
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
レ
ン

ズ
ラ
イ
ブ
（
フ
レ
ン
ズ
ラ
イ

ブ
お
い
ら
せ
実
行
委
員
会
主

催
）
は
8
月
20
日
、
21
日
の

両
日
、
下
田
公
園
縄
文
の
森

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
か
れ

た
。

　

午
前
10
時
30
分
、
下
田
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
始

ま
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
26

組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

出
場
し
た
。
ラ
イ
ブ
は
夜
遅

く
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ポ
ッ

プ
ス
や
ロ
ッ
ク
、
ヘ
ビ
メ
タ

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
音

楽
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
。

好
き
な
グ
ル
ー
プ
を
観
に
来

て
、
違
う
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

に
魅
了
さ
れ
る
人
も
多
い
と

い
う
こ
と
も
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
持
ち
味
だ
。
出
演
者
は

も
ち
ろ
ん
、
応
援
す
る
観
客

が
楽
し
め
る
の
も
、
実
行
委

員
会
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

な
ど
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
成
果

だ
ろ
う
。ラ
イ
ブ
会
場
で
は
、

日
本
テ
レ
ビ
「
24
時
間
Ｔ
Ｖ

愛
は
地
球
を
救
う
」
の
募
金

活
動
も
行
わ
れ
た
が
、
今
年

は
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う

意
味
も
あ
り
「
が
ん
ば
れ
東

北
、笑
顔
で
が
ん
ば
れ
青
森
」

を
テ
ー
マ
に
、
例
年
に
増
し

て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
要
素
が

大
き
い
も
の
だ
っ
た
。ま
た
、

お
い
ら
せ
町
商
工
会
青
年
部

（
柏
崎
一か

ず

真ま

部
長
）
は
出
店

で
、
町
内
被
災
者
を
招
待
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
階
上
町
出
身
で
東
京

で
活
躍
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ク

デ
ュ
オ
「
び
ぃ
だ
ま
」
も
か

け
つ
け
、
会
場
を
盛
り
上
げ

観
客
の
注
目
を
集
め
た
。

₃出演者同士のコラボレーションが実現

₂さわやかなハーモニーを奏でる

₄モデルクラブ「アンオリーブ」からの ₅天候に恵まれてバーベキューを楽しむ
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 まちの話題 町のイベントや地域の話題などを紹介します。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701  Oirase Topics

◀ 8 月 25 日みなくる館で行われた地区懇談会の様子

　町は、8 月 22 日から小学校区単位で計 5 か所、
地区懇談会を行いました。震災復興計画の策定に
向けて、住民の意見を集約するために行ったもの
です。町担当職員が被災状況の全体報告をし、住
民から被災当時に困ったことや今後の災害に強い
まちづくりについて意見が出されました。その後
も、参加者から「役場にはもっと迅速に対応して
ほしい」、「自分たちで出来ることは自分たちで行
う」などといった様々な意見が出されました。こ
れらの意見は震災復興計画策定にあたって参考に
していきます。

▶▶▶Aug.22-2011


様 々な意見が出され話し合う
■地区懇談会

◀展示された人体模型でカラダの仕組みを学ぶ来場者

　いきいき健康まつりは、8 月 21 日、いきいき
館で開催されました。このまつりは町民一人一人
の健康意識の向上のため、毎年行われています。
会場では認知症予防やリハビリ、生活習慣病予防
などコーナーが設けられ、来場者たちは自分のカ
ラダのことを知り、健康の大切さを再認識しまし
た。また、血液検査コーナーでは、町保健師が測
定を直接担当し、生活改善の必要な人などにアド
バイスをしていました。その他、健康に関するク
イズラリーも行われ、家族みんなで楽しみながら
健康の大切さを学んでいました。

▶▶▶Aug.21-2011


自
■いきいき健康まつり

身の健康を改めて考える

◀バケツから稚魚を海に放す子どもたち

　8 月 26 日、百石漁港で行われたヒラメの稚魚
放流会には、甲洋小学校 4 年生 26 名が参加しま
した。
　この事業は、つくり育てる漁業を推進するため、
県内各地で行われいるものです。子どもたちは放
流前にヒラメのことを水産博士（東北水産研究所
職員）に教えてもらい、その後、みんなで「大き
くなって戻ってきてね」と声を掛けて、１万尾の
稚魚を一斉に海に放しました。
　参加した二

ふた

川
かわ

目
め

涼
りょう

太
た

くんは「小さなヒラメを
放すのが楽しかった」と感想を話していました。

▶▶▶Aug.26-2011


の資源を増やそう、守ろう
■ヒラメ稚魚放流会

海
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◀自分の作品を手に笑顔の市村あさひさん

　ものづくり体験講座（全 4 回）最終講座となっ
た９月３日、中央公民館で開かれ、町内外の児童
15 人が参加し、発明工作を行いました。
　「電池で動くおもちゃ」をコンセプトに自分た
ちで考え、各部品をはじめから組み立て、今回の
講座では最後の仕上げを行いました。
　参加した市

いち

村
むら

あさひさん＝木内々小 2 年＝は
ソーラー電池で動くミニ扇風機と霧吹きを組み合
わせて、「ソーラーミスト扇風機」を作りました。
　子どもたちが作った発明工作は 9 月 30 日から
青森市で行われる発明くふう展で展示されます。

▶▶▶ Sep.03-2011


発 想を豊かにする発明工作
■ものづくり講座

◀会場で披露する鶏舞のこどもたち

　ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタが、8 月
27、28 日の両日、八戸市のユートリーや八戸駅
周辺を会場に行われました。
　八戸地域広域市町村圏事務組合が主催で圏域 8
市町村の観光資源、地場産品、伝統芸能などを
PR し、地域の活性化につなげようと毎年開催さ
れています。
　芸能発表会には今年も本村郷土芸能保存会の
鶏舞の子どもたちが出演しました。下田小学校 1
年生の児童も新たに加わり、日頃の練習の成果を
披露しました。

▶▶▶Aug.27-2011

元
■ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ

気に舞いました

◀壇上で発表する山内菜緒さん

　三沢警察署主催の第 59 回三沢地区少年防犯弁
論大会が、9 月 1 日、百石中学校を会場に行われ
ました。
　三沢市、おいらせ町の各中学校代表 14 人が、
防犯に関する弁論を発表しました。優秀賞を受賞
した山

やま

内
うち

菜
な

緒
お

さん＝木ノ下中 3 年＝は「本当に
必要なものは？」と題して、「現代社会のコミュ
ニケーション手段の一つに、携帯電話のメールが
あるけれど、携帯依存症になるのではなく、実際
に人と接することがとても大切だ」ということを、
会場でうったえていました。

▶▶▶ Sep.01-2011


ながりの大切さをうったえる
■第 59 回三沢地区少年防犯弁論大会

つ

 Oirase Topics
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◀式典後のアトラクションを楽しむ参加者たち

　町敬老会は９月９日、町民交流センターで開か
れ、町内に住む 75 歳以上の高齢者と関係者ら約
300 人が出席し、健康・長寿を祝いました。
　成田町長は「まだまだ皆さんは現役。これから
も元気で地域の伝統を語り継いでいってほしい」
とあいさつしました。
　夫婦で 88 歳以上を迎えた角コトさん（88）＝
豊栄＝は「表彰をいただいてうれしい。これから
も長生きしたい」と笑顔でした。
　また、町敬老会のほかにも各町内ごと、それぞ
れの地域で集い、敬老会が行われました。

▶▶▶ Sep.09-2011

い
■町敬老会

つまでも元気でいてね

 まちの話題 町のイベントや地域の話題などを紹介します。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701

◀「来年は入賞を狙いたい」。大会に出場した選手たち。

▶▶▶ Sep.04-2011


ベ ストを尽くしました
■第 19 回青森県民駅伝競走大会

　第 19 回青森県民駅伝競走大会は９月４日、青
森市で開かれ、県内 40 市町村のチームが出場し
ました。
　強い日差しが照りつける過酷な条件の中、本町
の選手たちは懸命に走り抜き、全８区間のたすき
をつなぎました。結果は昨年と同じ総合 21 位（町
の部 11 位）と入賞には届きませんでしたが、走
り終えた選手の表情はさわやかでした。
　沢頭光

み つ

雄
お

監督＝阿光坊＝は「来年は上の順位を
狙いたい」と決意を新たにしていました。



◀講評を熱心に聴く参加者たち

▶▶▶ Sep.04-2011


心 に響く作品をつくりたい
■ハートピアおいらせ県下短歌大会

　第 10 回ハートピアおいらせ県下短歌大会が 9
月 4 日、みなくる館で 108 名の参加者を迎え行
われました。
　10 年の節目にあたり、短歌結社「辛

こぶ

夷
し

」の編
集発行人でもあり、日本短歌史に残る有名な時

とき

田
た

則
のり

雄
お

先生（帯広市在住）を迎え、第 10 回大会記
念講演も行い、特別選詠の講評も行われました。
　大会では応募作品「花」と「自由詠」。「特別選
者詠」に成田町長が町の元気を取り戻したいとい
う願いを込め、復興の「復」を当日の席題として
発表。参加者たちは、辞典を片手に真剣に題詠に
取り組んでいました。
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①分担金・負担金／２億 1,415 万円（2.0％）
②繰越金／１億 8,224 万円（1.7％）
③諸収入など／１億 9,595 万円（1.8％）
④地方消費税交付金／２億 1,785 万円（2.0％）
⑤地方譲与税／１億 4,520 万円（1.3％）
⑥その他の交付金／１億 55 万円（1.0％）

歳入総額　107 億 4,830 万円

　

町
の
主
な
事
業
を
支
え
る
一

般
会
計
の
歳
出
額
は
、
21
年
度

と
比
べ
約
１
億
８
千
円
増
え
、

約
１
０
３
億
４
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

増
加
の
主
な
理
由
は
子
ど
も

手
当
の
支
給
が
始
ま
っ
た
こ
と

に
加
え
百
石
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
な
ど
、
大
規
模
な
建
設
事

業
を
実
施
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
の
規
模
は
大

き
く
な
り
ま
し
た
が
、
教
育
施

設
の
老
朽
化
・
耐
震
対
策
や
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
主

な
も
の
で
、
そ
の
財
源
と
し
て

主
に
国
の
補
助
金
な
ど
を
可
能

な
限
り
活
用
し
後
年
度
の
負
担

を
極
力
抑
え
た
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
総
額
か
ら

歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
額
は

４
億
７
３
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
１
億
３
千
万

円
を
後
年
の
た
め
基
金
に
積
み

立
て
て
い
ま
す
。
町
の
台
所
を

支
え
る
た
め
の
お
金
は
、
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
町
税
な
ど
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
お
金
で
効
果
の
大
き
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
創
意
工
夫
を
続
け
て

行
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

民生費児童、高齢者、障害者などへの
　福祉、保育所の運営などに使うお金
教育費小中学校など教育環境の整備、
　生涯学習や文化財保護などに使うお金
総務費交通安全や庁舎管理などに使う
　お金

公債費施設建設など大規模事業で借り
　たお金を返すためのお金
土木費町道の補修や改良など、インフ
　ラ整備に使うお金
衛生費保健事業や健診などに使うお金

財政用語の解説

平成 22 年度決算の概要

町
の
お
金
は

こ
う
使
わ
れ
た

平
成
22
年
度
「
町
の
家
計
簿
」
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

●自主財源
28 億 5,993 万円
　　　（26.6％）

●地方交付税
36 億 8,102 万円
　　　（34.2％）

 ●国庫支出金
  18 億 4,703 万円
　　　（17.2％）

●町債
９億 5,500 万円
　　　（8.9％）

●依存財源
78 億 8,837 万円
　　　（73.4％）

●町税
22 億 6,759 万円
　　　（21.1％）

    ●県支出金
９億 4,172 万円
　　　（8.8％）

④ ⑤⑥

歳入

①
②
③

一般 会計
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❶消防費／ 4 億 511 万円（3.9％）
❷農林水産業費／ 2 億 3,780 万円（2.3％）
❸その他／２億 1,031 万円（2.0％）

❶災害復旧事業費／ 25 万円（0.0％）
❷積立金／ 2 億 1,043 万円（2.0％）
❸その他／ 1 億 4,073 万円（1.4％）

歳出総額　103 億 4,100 万円

特別会計の種類 歳入 歳出 差引額

国民健康保険 27 億 1,269 万円 26 億 1,263 万円 1 億 6 万円

老人保健 449 万円 324 万円 125 万円

奨学資金貸付事業 1,640 万円 1,623 万円 17 万円

公共下水道事業 10 億 397 万円 9 億 9,352 万円 1,045 万円

農業集落排水事業 １億 1,137 万円 １億 629 万円 508 万円

介護保険 17 億 8,440 万円 17 億 5,603 万円 2,837 万円

霊園事業 1,385 万円 1,336 万円 49 万円

公共用地取得事業 １億 2,242 万円 １億 2,078 万円 164 万円

後期高齢者医療 １億 3,182 万円 １億 3,167 万円 15 万円

特別会計の決算額

特別会計は特定の事業のため設けられている会計です。22 年
度は全ての特別会計で黒字決算になりました。

主な事業

木内々小学校校舎
改築事業3

木内々小学校の耐
震化工事、太陽

光 発 電 設 備 の
整備工事など
を実施しまし
た。 事 業 費 は

約 １ 億 ３ 千 万
円です。

百石中学校校舎
改築事業1

町道などの整備事業2

前 年 度 か ら の 継
続事業です。新

校舎が完成し、
生徒は快適な
環境で学校生
活を送ってい

ま す。 平 成 22
年度分の事業費

は約８億６千万円
です。

木ノ下・三沢線な
どの町道の各路

線の舗装工事、
側溝整備工事
な ど を 実 施
し ま し た。 事

業 費 総 額 は 約
４億５千万円で

す。

農業集落排水事業

介護保険

霊園事業

健全化判断比率

資金不足比率
○資金不足比率は、公営企業の経営
　破たんのリスクを　判断するため
　の指標です。一定基準を超えると
　経営破たんのリスクが高いものと
　みなされます。

○平成２２年度の資金不足比率は、いずれも黒字決算で資金不足が無いため、基準
　以下となっています。

○健全化判断比率は、町財政破たんのリスクを判断するための指標です。この指標
　のいずれかが一定基準を超えると財政破たんのリスクが高いものとみなされます。
○平成 22 年度のおいらせ町の決算に基づく健全化判断比率は、いずれも基準以下と
　なっています。

項目 平成 22 年度 (％ ) 指標の説明
実質赤字比率 ― 一般会計等の赤字の大きさを表します。
連結実質赤字比率 ― 町の会計全体での赤字の大きさを表します。
実質公債費比率 17.2 借入金返済の負担の大きさを表します。
将来負担比率 118.6 将来負担すべき負債の大きさを表します。

特別会計などの名称 平成 22 年度 (％ )
病院事業会計 ―
公共下水道事業特別会計 ―
農業集落排水事業特別会計 ―

歳出
（目的別）

●民生費
29 億 5,688 万円
　　　（28.6％）

●教育費
18 億 5,158 万円
　　　（17.9％）

●公債費
13 億 8,959 万円
　　　（13.4％）

●土木費
11 億 6,574 万円
　　　（11.3％）

●総務費
15 億 3,709 万円
　　　（14.9％）

●衛生費
5 億 8,690 万円
　　　（5.7％）

❶
❷ ❸

●扶助費
17 億 2,580 万円
　　　（16.7％）

        ●人件費
12 億 6,231 万円
　　（12.2％）

●公債費
13 億 8,958 万円
　　（13.4％）

●普通建設
　  事業費
21 億 517 万円
　　　（20.4％）

  ●補助費等
  12 億 2,338 万円
　　　（11.8％）

  ●物件費
11 億 4,266 万円

　　（11.1％）

     ●繰出金
11 億 4,069 万円
　　（11.0％）

❶

❷ ❸

●義務的経費
43 億 7,769 万円
　　　（42.3％）

  ●その他の経費
38 億 5,789 万円
　  （37.3％）

●投資的経費
21 億 542 万円
　　　（20.4％）

歳出
（性質別）

一般 会計
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おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
の

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
花
火

大
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

募
集
し
ま
す

●
募
集
期
間　

10
月
17
日
㊊
～

　

21
日
㊎　

９
～
16
時

●
出
店
料　

１
区
画
（
間
口
３

　

間
×
奥
行
２
間
）
で
６
千
円

●
主
な
出
店
条
件　

観
光
協
会

　

員
、
商
工
会
員
を
優
先
し
ま

　

す
。

①
町
内
に
住
み
営
業
許
可
を
持

　

つ
人
。
名
義
の
貸
し
借
り
は

　

不
可

②
町
外
に
住
み
営
業
許
可
を
持

　

つ
人
。
名
義
の
貸
し
借
り
は

　

不
可
（
①
が
優
先
さ
れ
る
の

　

で
、
区
画
が
限
定
さ
れ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。）

③
主
催
者
が
発
行
す
る
ス
タ
ッ

　

フ
用
昼
食
券
に
対
応
で
き
る

　

人
●
申
込
方
法　

商
工
会
備
え
付

　

け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
こ
の
際
、
営
業

　

許
可
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

●
出
店
者
説
明
会　

11
月
４
日

　

㊎
11
時
か
ら
商
工
会
本
所
２

　

階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
区

　

画
数
を
超
え
る
申
し
込
み
が

　

あ
っ
た
場
合
、
抽
選
で
決
定

　

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

町
商
工
会

　

☎
０
１
７
８
�
２
５
１
１

　

お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
で
は
、

11
月
12
日
㊏
17
時
か
ら
恒
例
の

花
火
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

珠
玉
の
花
火
に
あ
な
た
の
大

切
な
思
い
を
込
め
て
晩
秋
の
夜

空
に
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
あ
な
た
の
将
来
の
夢
▼
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
▼
愛
す
る
方
へ
の
プ

ロ
ポ
ー
ズ
な
ど
、
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

●
企
画
内
容　

花
火
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
申
込
者
が
会
場
内
で
、
メ

　

ッ
セ
ー
ジ
内
容
を
発
表
し
た

　

後
、
花
火
を
打
ち
上
げ
る
企

　

画
で
す
。
な
お
、
担
当
Ｍ
Ｃ

　

に
よ
る
代
読
も
承
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

10
月
31
日
㊊　

●
募
集
件
数　

先
着
５
件
ま
で

●
申
込
金
額　

１
口
一
万
円　

　
（
５
号
玉
１
発
）
～

●
申
込
方
法　

商
工
観
光
課
に

　

備
え
付
け
て
あ
る
申
込
書
様

　

式
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

お
い
ら
せ
鮭

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
３

　

６
回
目
を
迎
え
る
「
日
本
一

の
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」
は
本

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
―
。
町
内

外
か
ら
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
一
緒
に
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー

と
昼
食
を
準
備
。
英
会
話
が
で

き
る
人
は
大
歓
迎
で
す
。

●
日
程　

11
月
12
日
㊏
、
13
日

　

㊐
（
い
ず
れ
か
で
も
可
）

●
場
所　

し
も
だ
サ
ー
モ
ン
パ

　

ー
ク
（
奥
入
瀬
川
河
川
敷
）

●
申
込
期
限　

10
月
21
日
㊎

●
問
い
合
わ
せ　

お
い
ら
せ
鮭

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
３

●
運
賃
改
正

　

初
乗
運
賃
１
５
０
円
～
上
限

　

運
賃
５
０
０
円（
50
円
刻
み
）

　

た
だ
し
、
八
戸
市
内
で
乗
降

　

す
る
場
合
は
、
３
０
０
円
上

　

限
運
賃
で
す
。（
小
学
生
以

　

下
は
半
額
）

お
し
ら
せ

路
線
バ
ス
の
運
賃
が
変
わ

り
ま
す
～
５
０
０
円
上
限

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
１

　

八
戸
圏
域
８
市
町
村
で
は
、

路
線
バ
ス
を
よ
り
利
用
し
や
す

い
、
身
近
な
交
通
手
段
と
す
る

た
め
に
、
10
月
１
日
よ
り
「
路

線
バ
ス
上
限
運
賃
化
実
証
実

験
」
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
路
線

　

八
戸
圏
域
８
市
町
村
を
つ
な

ぐ
基
幹
路
線
（
十
鉄
２
路
線
、

南
部
バ
ス
21
路
線
）
お
よ
び
八

戸
市
内
発
着
路
線
（
八
戸
市
交

通
部
、
南
部
バ
ス
）
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
５
０
０
円

上
限
運
賃
の
対
象
路
線
に
お
い

て
八
戸
市
内
で
乗
降
す
る
場
合

や
、
八
戸
市
営
バ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
３
０
０
円
上
限
運
賃

と
な
り
ま
す
。

●
町
内
を
通
る
対
象
路
線

　

十
和
田
観
光
電
鉄
㈱　

　

①
八
戸
線　

　
　

洗
平
～
八
戸
十
一
日
町　

　

②
十
和
田
八
戸
線　

　
　

洗
平
～
八
戸
十
一
日
町　

　

①
②
と
も
に
終
点
が
八
戸
営

　

業
所
に
な
る
場
合
あ
り
。

●
実
証
実
験
の
期
間

　

平
成
23
年
10
月
１
日
㊏
か
ら

　

２
年
間
を
予
定

●
定
期
券
・
回
数
券
の
取
扱
い

　

定
期
券
及
び
回
数
券
も
、
運

　

賃
改
正
に
伴
っ
て
、
金
額
が

　

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

　

現
在
利
用
し
て
い
る
区
間
に

　

応
じ
て
、
交
換
ま
た
は
払
い

　

戻
し
を
行
い
ま
す
。

●
運
賃
▼
ダ
イ
ヤ
▼
定
期
券
▼

　

回
数
券
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

　

十
和
田
観
光
電
鉄
㈱	

　

☎
０
１
７
６
‐
23
‐
６
１
０
３

　

南
部
バ
ス
㈱
八
戸
営
業
所

☎
０
１
７
８
‐
44
‐
７
１
１
１

　

八
戸
市
交
通
部

☎
０
１
７
８
‐
25
‐
５
１
４
１
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【小坂鉱山事務所】 【康楽館】 【きりたんぽ発祥まつり】

●日時　11 月６日㊐
　出発－ 8 時 30 分、帰着－ 17 時（予定）
　※出発、帰着場所は、役場（本庁舎）となる予定です。
●行程　秋田県小坂町（小坂鉱山事務所、康楽館）
　　　　⇒秋田県鹿角市（きりたんぽ発祥まつり）
●参加料　無料（飲食代などは、参加者各自負担となります。）
●定員　10 人（1 件につき 2 人までの応募可）
　※おいらせ町以外の三沢市、八戸市の参加者
　　30 人程度も同一バスに合流します。
●応募資格　東日本大震災によるおいらせ町からの
　　　　　　災害見舞金支給対象世帯
●応募期限　10 月 14 日㊎まで（土、日、祝日を除く。）
●応募方法　電話での申込み※多数の場合は抽選となります。
当選者には、10 月 21 日㊎までに通知します。

東日本大震災で被災された人を対象に、
秋田県北を巡るバスツアーの参加者を募集します。

パソコン、インターネットの操作などを、
４人の IT サポーターが基礎から丁寧に教え
ます。料金は無料。参加希望者は事前に電
話で予約してください。

レッスン 日時
①メール１ 10 月 18 日㊋ 13:30-15:30
②デジカメ３ 10 月 18 日㊋ 18:00-20:00
③デジカメ＋整理術 10 月 19 日㊌ 13:30-15:30
④メール２ 10 月 20 日㊍ 13:30-15:30
⑤ワード初歩３ 10 月 20 日㊍ 18:00-20:00
⑥ブログ初歩 10 月 25 日㊋   9:30-11:30
⑦ホームページ作成 10 月 25 日㊋ 13:30-15:30
⑧デジカメ＋整理術 10 月 26 日㊌ 13:30-15:30
⑨インターネット３ 10 月 27 日㊍   9:30-11:30
⑩ワード初歩４ 10 月 27 日㊍ 13:30-15:30
⑪インターネット３ 11 月１日㊋   9:30-11:30

⑫インターネットショップ
11 月１日㊋ 13:30-15:30
11 月２日㊌ 13:30-15:30

⑬ＰＣ初歩１ 11 月８日㊋ 13:30-15:30
⑭ワード初歩４ 11 月 10 日㊍   9:30-11:30
⑮ＰＣ初歩２ 11 月 10 日㊍ 13:30-15:30

●場所　町民交流センター２Ｆ
●定員　それぞれ先着 10 人
●申込受付　10 月 11 日㊋から（平日のみ）
　◇ 10 月からの講習会

問おいらせ町ＩＴサポートセンター　☎ 0178 ⑳ 9921
この講習会は青森県 IT 利活用サポート事業を活用して実施しています

※ IT サポートセンターは 10 月から町民交流センター２階に移設します。

Monthly Oirase Information　～ 10月のおしらせ～

申込み・問合せ　企画課　☎ 0178 � 4701

北奥羽開発促進協議会　被災者応援バスツアーのご案内

　国道 45 号と町道が交差している神明前交差点

は、食い違い交差点となっており、右折待ち車両

への追突事故や交通混雑が発生しています。安全

な交差点にするため、地域の代表者や関係機関に

よる意見交換を行う懇談会を開催します。

　第 1 回懇談会では、現状課題を整理し、交通安

全対策について検討します。第２回以降は、交差

点改良計画を検討していきます。

●開催日　10 月 5 日㊌ 14 時～ 15 時 30 分

●場所　町民交流センター（現地視察も行います）

●委員　阿光坊町内会長、向山町内会長、ＰＴＡ、

　　　　町交通安全協会、三沢警察署、八戸北消

　　　　防署、十和田観光電鉄　ほか

●事務局　国土交通省青森河川国道事務所

　　　　　交通対策課、おいらせ町地域整備課

○聖福寺

国道 45 号

Map

至  八戸

至  六戸

至  向山

○工藤パン

神明前交差点

○ガソリン
　スタンド

N

⇨

安全な国道をつくるために代表者を
対象にした懇談会を開催します

問地域整備課　☎ 0178 � 4702

パソコン操作を基礎から学ぼう

　

毎
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
が
集

中
し
、
円
滑
な
処
理
施
設
の
運

転
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
年

内
の
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
12
月
９
日
㊎
ま
で
に
、

し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込

み
は
お
早
め
に

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

お
し
ら
せ

次
の
業
者
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

で
休
業
に
な
り
ま
す
。

︻
申
し
込
み
先
︼

下
田
地
区

　

⇩
県
南
清
掃
㈱
十
和
田
本
社

☎
０
１
７
６
︲
23
︲
４
３
５
１

　

⇩
県
南
清
掃
㈱
三
沢
営
業
所

☎
０
１
７
６
︲
50
︲
７
１
０
０

百
石
地
区

　

⇩
第
一
清
掃
㈱　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
︲
44
︲
２
６
２
４
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おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

※有料広告です

イヌはわたしたちにとって身近な動物。
互いに信頼できるパートナーとして、共にいつまでも幸せに過ごしたい―
イヌの登録や予防接種を受けることは、飼い主として最低限のマナーです。
必ず受けるようにしましょう。

10
月
22
日
㊏

8:00　 苗振谷地地区生活会館
8:10　 秋堂地区コミュニティーセンター
8:20　 三田会館
8:30　 三本木ふれあい館
8:40　 ㈲北都工業赤坂資材置き場前
8:55　 本村地区コミュニティーセンター伝承館
9:05　 新敷集会所
9:15　 洗平地区農業構造改善センター
9:25　 錦ヶ丘集会所
9:35　 阿光坊農事集会所
9:45　 木内々地区コミュニティーセンター

10:05　 向山駅西口
10:15　 豊原集会所
10:25　 北公民館
10:45　 古間木山集会所
11:00　 鶉久保地区農業構造改善センター
11:10　 木ノ下ふれあい館
11:25　 木崎野荘前（苫米地）
11:35　 曙集会所
11:45　 山内商店前（間木）
11:55　 役場本庁舎前

10
月
23
日
㊐

8:00　 木崎集会所
8:10　 染屋集会所
8:20　 相撲茶屋月見亭前（染屋）
8:30　 中野平集会所
8:45　 豊栄地区コミュニティーセンター
9:00　 竹ヶ原組前（二川目）
9:10　 百石第３分団屯所前（二川目）
9:20　 甲洋小学校職員駐車場
9:30　 石田商店前（一川目）
9:40　 一川目地区生活会館
9:50　 百石第７分団屯所前（深沢）

10:00　 洋光台地区コミュニティーセンター
10:15　 よし食堂前（黒坂）
10:25　 いきいき館
10:40　 日福商店前（日ヶ久保）
10:50　 明神山地区コミュニティー防災センター
11:00　 横道地区生活会館
11:10　 川口地区コミュニティーセンター
11:20　 堀切川地区コミュニティーセンター
11:30　 藤ヶ森地区生活会館
11:45　 百石第１分団屯所前（肴町）
11:55　 役場分庁舎＊当日の混み具合により、時間は変わることがあります

狂犬病予防接種の実施日時と会場

イヌの登録と狂犬病予防接種
Dog's Information

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
飼
い
イ

ヌ
は
、
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
接
種
が
必
要
で
す
。
登

録
だ
け
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
料
金　

１
頭
あ
た
り
３
千
円

＊
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
イ

　

ヌ
の
飼
い
主
へ
、
は
が
き
を

　

送
付
し
ま
す
。
接
種
を
受
け

　

る
と
き
は
、
は
が
き
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
新
規
登
録
を
す
る
場
合
は
、

　

注
射
料
金
の
ほ
か
に
３
千
円

　

の
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

▽
10
月
19
日
㊌
ま
で
に
は
が
き

　

が
届
か
な
い
場
合
は
、
環
境

　

保
健
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
接
種
か
ら
１
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
場
合
は
、
今
回
の
接

　

種
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

●
自
宅
訪
問　

自
宅
訪
問
を
希

　

望
す
る
人
は
、
10
月
20
日
㊍

　

ま
で
に
環
境
保
健
課
へ
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。
集
合
注
射

　

終
了
後
に
訪
問
し
ま
す
。
注

　

射
料
金
の
ほ
か
、
千
円
の
料

　

金
が
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
健
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
１
８
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  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！10Octo� r

場  所 日  時 行事内容

三田
保育園
☎ 0178
56-2008

 ４㊋   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（北部児童センター）
 ５㊌   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（南部児童センター）
11㊋   10:00～12:00 体験保育（2 歳クラス）
12㊌   10:00～11:30 よちよちひろば（成長記録カード作り）
13㊍   10:00～12:00 体験保育（1 歳クラス）
18㊋   10:00～12:00 体験保育（0 歳クラス）
19㊌   10:00～12:00 ハンドメイドクラブ（ハロウィンリース）
25㊋   9:50～11:30 親子クラブ（りんご狩り）
31㊊   10:00～11:30 スクラップブッキング
７㊎、20㊍、28㊎
　　10:00～12:00 たんぽぽクラブ

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

７㊎   10:00～11:30 ハートクラブ（木ノ下児童館）
14㊎   10:00～11:30 ピヨピヨサークル
18㊋   10:00～11:30 すくすくクラブ（北部児童センター）
25㊋   10:00～11:30 ヨガ体験

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

 １㊏   14:00～15:30 わくわくサークル（アンパンマン指人形作り）
11㊋   10:30～11:00 親子体操（北部児童センター）
14㊎   10:30～11:00 指人形作り（木ノ下児童館）
25㊋   10:30～11:00 おもちゃ作り（北部児童センター）
28㊎   10:30～11:00 親子体操（木ノ下児童館）
１㊏、15㊏
　　10:00～11:30 保育体験

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

３㊊   10:30～11:00 青空キッズ（中央公園）
４㊋   10:00～12:00 おしゃべりサロン・給食体験
 ６㊍   10:00～12:00 はんど＆はあと
13㊍   9:30～12:00 おいらせクロパ
17㊊   11:00～12:00 まんまるサークル
18㊋   10:00～12:00 おしゃべりサロン
20㊍   10:00～12:00 はんど＆はあと
25㊋   10:00～11:30 やき芋会
26㊌   10:00～12:00 フラダンス（あゆみの里）
27㊍   10:00～12:00 親子でお料理（いきいき館）
28㊎   10:30～11:30 マタニティほんわかルーム（離乳食の進め方）

各保育園
合同

22㊏　9:00～17:00 生涯学習フェスティバル  　町民交流センター
23㊐　9:00～16:00 生涯学習フェスティバル  　遊び紹介など

詳しい内容は各センターで発行している通信チラシをご覧ください。

Monthly Oirase Information　～ 10月のおしらせ～

   

   

ママといっしょのえいごルーム
English Room with Mommy

対象　０～３歳児

活動内容
　♪手あそび
　♪リズムたいそう
　♪読み聞かせ
　♪子育て英語
　♪クラフトほか

Tel.0178-56-4006
E-mail  mimura-eigo@auone.jp
児童英語インストラクター
三村由貴（おいらせ町浜道 89-26）

１レッスン 50 分で
料金は 1,000 円です。
お問い合わせの上、
ご希望の日時を
予約してください。

※有料広告です
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国
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金
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／
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監修／ Yuichi.K　絵／ Ryo.O

口
座
振
替
は
︑
全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
信
用
金
庫
etc

で
利
用
で
き
る
ん
だ
ネ
ン
︒

申
し
込
み
は
︑
希
望
す
る

金
融
機
関
な
ど
へ
申
込
用
紙
を

提
出
だ
ネ
ン
︒

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を

無
く
し
︑
将
来
や
万
が
一
の
時

に
備
え
る
ネ
ン
︒

明
日
の
た
め
に
︒
だ
ネ
ン
︒

次
回
は
気
を
つ
け
よ
う･･･

忘
れ
な
い
よ
う
に･･･

督
促

年
金
保
険
料

　

納
め
忘
れ
た･･･

便利・安心・確実！
口座振替がオススメだネン。

（　　     ）
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おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

①０歳から６歳（就学前）の乳幼児
◆対象医療費　入院・通院医療費（調剤薬局も含む）
　県内の医療機関などを受診するときは、保険証と一緒
に町から交付された資格証を窓口に提示して下さい。保
険内医療費分は支払う必要がなくなります。もし窓口で
支払いをした場合（県外で受診したとき、資格証を忘れ
たときなど）は、②の小・中学生と同じ方法で役場に申
請をして下さい。
　なお、現行の乳幼児医療費制度が優先となるので、受
給手続きや更新手続きをしていない人はこちらを先に
して下さい。乳幼児医療費が非該当となった場合、子ど
も医療費の対象となります。
※保険証の種別・記号番号がかわったときは、役場に変
更の申請が必要です。資格証と保険証又は証明書を持参
し申請下さい。

② 小学生・中学生
◆対象医療費　入院医療費のみ
　10 月１日以降に入院した場合、
医療機関等に一旦医療費を支払い、
領収書持参のうえ、６カ月内に役
場に申請すると、医療費（差額室
料等の保険外医療費・高額療養費
を除く）を口座振込により助成し
ます。

■申請に必要なもの
　領収書、お子さんの健康保険証、印鑑、振込に使
う保護者名義の通帳、高額療養費等の金額決定通知

（必要に応じて）

10 月１日から『町子ども医療費制度』を開始
町では 10 月 1 日診療分から、０歳から中学生までの医療費を助成します。

問町民課  児童福祉係　☎ 0178 � 2246

　

町
で
は
﹃
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
﹄
の
収
益
金
を
活
用

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

動
す
る
団
体
へ
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
23
年
度
下
半
期

の
事
業
に
つ
い
て
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

　

募
集
は
年
に
２
回
（
４
月
と

10
月
）
で
す
が
、
事
業
内
容
等

に
関
す
る
ご
相
談
に
は
随
時
対

応
し
て
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

助
成
金
事
業
の
対
象
と
な
る

団
体
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す

団
体
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
住
所
や
活
動
場
所
が
町
内
に

　

あ
る
こ
と

②
助
成
の
対
象
に
な
る
活
動
を

　

確
実
に
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で
き
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と

③
営
利
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又
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目
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と
し
な
い
こ
と
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団
体
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運
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に
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と

●
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象
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と
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ま
ち
づ
く
り
事
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３
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間
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文
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ス
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ー
ツ
、
美
化
、

　

自
然
保
護
活
動
な
ど

　

町
内
会
加
入
促
進
事
業
（
５

　

年
間
）
町
内
会
員
の
加
入
促

　

進
を
目
的
と
す
る
交
流
事
業

　

な
ど

●
助
成
額

　

活
動
経
費
の
３
分
の
２
、
上

　

限
20
万
円

●
助
成
対
象
に
な
ら
な
い
経
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人
件
費
や
自
団
体
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に
対
す

る
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又
は
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ど
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費
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︻
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︼
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し
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新

築
し
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に
、
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当
た
り
約

４
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を
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成
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と
し
て
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付

し
ま
す
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で
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６
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付
し
ま
す
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※
９
月
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か
ら
、
住
宅
が
一
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損
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の
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を
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け
た
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も

助
成
金
上
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の
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と
な
る

よ
う
制
度
改
正
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

10 月 17 日から 23 日まで
行政相談強化週間です
おいらせ町の行政相談員は
　徳永幸雄 相談員（下田地区担当）
　中村廣美 相談員（百石地区担当）
月 1 回相談日がありますので、お気
軽にご相談ください。
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●埋蔵文化財包蔵地の確認
　各種開発計画がある場合、予定地が包蔵地内であるかど
うかを生涯学習課窓口で確認してください。確認結果を窓
口でお知らせします。包蔵地内の場合は開発前に届出書の
提出が必要です。
●埋蔵文化財包蔵地内だとどうなるの？
　担当者が現地踏査や試掘調査を行い、状況を確認します。
発掘調査が必要と判断された場合は、改めて打合せをする
ことになります。調査、記録後に工事着工することができ
ます。
●包蔵地町名
　阿光坊、洗平、内山平、木崎、神明前、千刈田、染屋、舘越、
　立蛇、中下田、中平下長根山、中野平、西下谷地、西前川原、
　沼端、浜道、東下谷地、瓢、松原、向山、向平

　　問生涯学習課　埋蔵文化財係　☎ 0178 � 4276

開発・建築前には確認を忘れずに

Monthly Oirase Information　～ 10月のおしらせ～

◆農協と町では、協力して農業用廃プラス
チックの回収を行っていますが、未だに廃プ
ラスチックの野焼きに対する苦情が寄せられ
ています。廃プラスチックを野焼きすること
は法律で禁止されており、処罰の対象となる
ため絶対にやめましょう。
　また、刈り草の野焼きについても風向きや
時間帯、焼却量に十分注意し、迷惑とならな
いように心がけましょう。
◆次回の農業用廃プラスチックの回収は、12
月頃に実施する予定となっています。この際、
長いも用のネットについても回収対象とする
予定としています。
　詳しい回収日時、回収内容などが決まりま
したら広報などでお知らせします。

Agriculture

農業用
廃プラスチックの
野焼きは
やめましょう

　問い合わせ
　□ JA 十和田おいらせ
　　一川目事業所　　　☎ 0178 � 2384
　　下田支店購買課　　☎ 0178 � 2936
　□農林水産課　　　　☎ 0178 � 4279

　９月９日現在、当町の農産物には放射性
物質は検出されていませんのでお知らせし
ます。
　これまで検査された当町産の品目は以下
のとおりです。

大根　水稲　ごぼう
キャベツ　稲わら
堆肥　牛肉

おいらせ町の農産物には
放射性物質は検出されていません !
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町 内 会   有楽町／阿光坊／本村／新敷
  錦ヶ丘／洗平

   住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
   鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
   向山／苫米地／洋光台／根岸
   黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ 10 月 28 日㊎ 10 月 25 日㊋ 10 月 24 日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　10 月   ５日㊌  　　 　　　　　　　　　　  10 月 12 日㊌
　　　　　　　　　　　　10 月 19 日㊌       　　　　　　　　　　  　 10 月 26 日㊌

粗 大 ご み 10 月 14 日㊎・28 日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶・プラスチック 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    問環境保健課　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。

おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

●
日
時　

10
月
12
日
㊌
、
10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
日
時　

10
月
27
日
㊍
、
10
時

　

〜
15
時

●
場
所　

東
公
民
館

町
民
相
談

行
政
相
談

相談員◉中村廣美
☎ 0178 � 3848

相談員◉柏崎良子

問
企
画
課
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１

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

ま
ず
は
悩
み
を
相
談
し
て

相
談
窓
口

月　日 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

4 日㊋　
 本庁舎（税務課）

18 日㊋　
11 日㊋　

 分庁舎（分庁サービス課）
25 日㊋　

休日納税相談
［8:30-17:00］

2 日㊐　  本庁舎（税務課）

10 月の納税相談日

口座振替にすると手間が掛からず、納め忘れもありません

問税務課　☎ 0178-56-4704

　相談はもちろん、
　税金を納めることもできます。
　気軽に問い合わせてください。

　10 月 31 日は▶町・県民税 3 期▶国民健康
保険税 4 期▶介護保険料 4 期▶後期高齢者医
療保険料 4 期－の納期限です。

　財団法人むつ小川原地域・産業振興財団は、平成元年
３月に原子燃料サイクル事業者の協力のもと、青森県に
よって設立されました。県内各地の産業振興や地域づく
りの活動に、幅広い支援をおこなっています。
　平成 24 年度のむつ小川原地域・産業振興プロジェク
ト支援事業を、次のとおり募集しています。
　●対象事業
　　地域の活性化及び産業の育成・振興を図る事業
　●助成金　事業費の５分の４以内
　●助成対象団体　県内の市町村、産業団体、地域づく
　　りグループ・組織等
　●募集期間
　　９月１日㊍から 10 月 31 日㊊必着
　●事業の決定
　　平成 24 年２月末日までに通知します。
　●応募方法等　事業実施要望書に事業計画書を添え
　　て申し込んでください。
　　要望書などの様式は町企画課または財団ホーム　
　　ページにあります。

むつ小川原地域・産業振興プロジェクト
支援事業を募集します

問財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
〒 030-0861　青森市長島二丁目 10 － 4 ヤマウビル７Ｆ
ＴＥＬ：017 － 773 － 6222　ＦＡＸ：017 － 773 － 6245
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/
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※有料広告です

有限会社
北浜葬儀センター

八戸市民病院・八戸労災病院・おいらせ病院など家族葬会館まで遺体を
無料で搬送します。当センター事業区域はおいらせ町全域です。

会館使用料は 2 日間で 1 万円

家族葬会館　おいらせ町一川目一丁目 73-1796家族葬会館  落成

おいらせ町二川目四丁目 73-1468 ☎ 0178-53-2614

平成 24 年 4 月 1 日からごみ処理手数料が変わります

　十和田ごみ焼却施設などのごみ処理施設に直接搬入するごみの処理手数料を改定し
ます。
　今回の料金改定は、ごみの減量やリサイクルの促進、ごみ処理に要する費用を応分
に負担していただくために見直しを行いました。

　ごみの減量・リサイクルにご理解とご協力をお願いします。
《 ごみ処理費用 》

　現在、ごみ処理施設に搬入されたごみの処理（焼却、破砕、埋立など）に、
ごみ１０ｋｇあたり約２００円の費用がかかっています。

《 一般廃棄物処理手数料の改定内容 》
（１）ごみ処理費用に対する利用者の負担割合

　①家庭系ごみは、現行のまま据え置きます。負担割合は１０％相当としています。
　②事業系ごみは、現行の１０％相当から５０％相当に引き上げます。

（２）手数料算定の単位ごみ重量
　単位ごみ重量は、現行の「５０ｋｇ単位」から「１０ｋｇ単位」に変更します。

● 家庭系ごみとは、住民生活に伴って各家庭から排出されるごみのことです。
● 事業系ごみとは、事務所、商店、飲食店、学校、病院等から排出される産業廃棄物以外のごみのことです。

※　手数料の額には、消費税相当額を含みます。

区　分 現行の手数料
（24 年 3 月 31 日まで）

改定後の手数料
（24 年 4 月 1 日から）

家庭系一般廃棄物
( 可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ及び
粗大ごみ )

５０ｋｇまでごとに１０５円 １０ｋｇまでごとに２０円

事業系一般廃棄物
( 可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ及び
粗大ごみ )

５０ｋｇまでごとに１０５円 １０ｋｇまでごとに１００円

問十和田地域広域事務組合 業務課　☎ 0176 ㉘ 2654

Monthly Oirase Information　～ 10月のおしらせ～
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おいらせアーカイブス　File_046
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Oirase Spo  s A� ociation体育協会加盟団体

スケート協会

　当協会では、スケート競技の普及、
振興を行っており、特に未来のオリン
ピック選手を目指す、ジュニア世代の
育成に取り組んでいます。
　過去にはアジア大会で金メダルを獲
得した選手も輩出しています。
　「三浦安男記念スピードスケート競
技会」を主催しているほか各種大会に
出場しています。
　夏はいちょう公園、冬は八戸市の長
根リンクで練習しています。練習日な
ど詳しくは問い合わせてください。

（東隆会長、会員 39 人）

●問い合わせ　スケート協会事務局
　　　遠藤真也（税務課）☎ 0178 � 4704
　　　袴田憲司（町民課）☎ 0178 � 2246

　各地の方言がだんだん消え、標

準語化されつつあるなか、二川目

出身の吉村ひろみ氏が南部弁にス

ポットをあてたエッセイ「南部人

( なんぶびと ) の酔っ払い

( よっぱらい ) の戯言 ( た
わごと )」を出版し、この

ほど町の小中学校や図書

館などに寄贈していただ

きました。

わごと )」を出版し、この

ほど町の小中学校や図書

館などに寄贈していただ

寄贈ありがとうございました

袴田教育長に手渡す吉村ひろみ氏

●前結び若竹会
　日時　毎週木曜日

　　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　場所・問い合わせ　北公民館

　　　　　　　　☎ 0176 � 0033

●前結び着付教室
　日時　第２、３、４金曜日

　　10 時～ 12 時

　場所・問い合わせ　東公民館

　　　　　　　　☎ 0178 � 2061

大会名（第 14 回青森県スポーツチャンバラ選手権大会
　兼　第 5 回おいらせ町子どもスポーツチャンバラ大会）青森県スポーツチャンバラ協会と町教育委員会の

共催でスポーツチャンバラ大会を開催します。
（講習会を実施しますので未経験者も参加できます。）

●日時　１１月６日㊐ 10 時～ 16 時（９時 30 分／受付開始）
●場所　町民交流センター
●部門　①幼年の部、②小学 1･2 年の部、③小学 3･4 年の部、④小学 5･6 年の部、
⑤一般男子の部 ( 中学生以上 )、⑥一般女子の部 ( 中学生以上 )、⑦小学生団体の部（３
名１組）※各部の優勝者によるグランドチャンピオン決定戦（種目は長剣）
●種目　①小太刀②長剣③二刀　●参加料　無料（昼食は各自準備）
※参加人数により、部門や種目の変更を行う場合があります。
　また、当日飛び入り参加もできますので皆様の参加をお待ちしております。
申し込み・問い合わせ　スポーツ振興課　☎ 0178 � 4259

会員募集

ʼ99 冬季アジア大会女子 3000m で金メダル
に輝いた船場亜紀選手（旧姓  成田）

スポーツチャンバラ大会の参加者を募集します

ま
す



OIRASE     2011.1021
Public Relations

■本展示
　◉読書の秋におすすめの本
　読み応えのある長編小説から、気軽に読める短編集や
　エッセイなど。
■読み聞かせ会
　日時　10 月８日㊏、22 日㊏　14 時から
　場所　図書館内あそぼっと
■幼児のための読み聞かせ＆布絵本で遊ぶ会
　10 月 27 日㊍　10 時半から
■ 10 月の休館日
　３日㊊、11 日㊋、17 日㊊、24 日㊊、31 日㊊

O

O

irase-library event information

irase new-book's information
図書館／新着図書

図書館の行事

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

下町の小さなハンバーグ店に集う、おかしな人たち。
みんなちょっとずつ何かが欠けていて、つながりあっ
て、ひとつの命になっている ･･･。生きることのよろ
こびをギュッととじこめた小説。

真っすぐ家に帰って何が悪い！サッカー部でも、野球
部でも、不良でもないオレたちにだって、汗と涙の青
春はあるのだ ･･･。帰宅部ボーイズたちのちょっぴり
切ないきらめきの日々を綴る青春小説。

憧れの高級結婚式場で、同日に行われる 4 つの結婚式。
それぞれが思惑を秘めたまま、華燭の典にのぞむ新郎
新婦の未来は !? パニックエンターテインメント長編。

◎一般書
　我が家の問題（奥田英朗）／嘘みたいな本当の話（内
田樹）／踏んだら最後！県民性の地雷原（岩中祥史）ミ
ドリさんとカラクリ屋敷（鈴木遙）／なでしこ力（佐々
木則夫）／怖い童話（中見利男）／電気に頼らない涼し
い生活（加藤清彦）／寒灯（西村賢太）／幸福な生活（百
田尚樹）／フラッシュ ･ ポイント（神永学）／そこへ行
くな（井上荒野）／詩の礫（和合亮一）／ヨーグルト＆
牛乳のお菓子（信太康代）　ほか
◎児童書
　こんもりくん（山西ゲンイチ）／あいうえおにぎり（ね
じめ正一）／へちまのへーたろー（二宮由紀子）／しご
とば（鈴木のりたけ）　ほか

ジュージュー

帰宅部ボーイズ

本日は大安なり

よしもとばなな 著

はらだみずき 著

辻村深月 著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

一般書

楽しみながらスキルアップできる講座です。
申し込みは町民を優先します。

公民館講座

10 月 14 日㊎、21 日㊎、28 日㊎
10 時～ 12 時
先着 20 人（子連れ可）
材料費◉ 2,500 円（3 回分）
持ち物◉ハサミ、木工用ボンド、
　　　　バネの強い洗濯ばさみ 25 個、
　　　　目打ち、メジャー、メモ帳、筆記用具
申込期限◉ 10 月 7 日㊎まで

秋のエコクラフト教室
▶▶▶東公民館高森むつみさん

が教える1Course
Takamori Mutsumi ◉便利なモノを考案し生活に生かすのが得意

三村三千代さん
が教える

海野岩男さん
が教える

11 月 1 日㊋、8 日㊋、
15 日㊋、22 日㊋　10 時～ 12 時
先着 10 人
持ち物◉ハーモニカ（Ｃ調複音）、楽譜
※教材として各自で用意してもらいます。
申込期限◉ 10 月 12 日㊌まで

ハーモニカ講座
▶▶▶中央公民館4Course

◉ハーモニカ（Ｃ調複音）、楽譜
※教材として各自で用意してもらいます。※教材として各自で用意してもらいます。

Umino Iwao ◉県ハーモニカ連盟会長、ＮＨＫ文化センター講師などで活躍

11 月 11 日㊎、18 日㊎、25 日㊎
９時～ 13 時　各日先着 20 人
材料費◉ 1 回 1,000 円
持ち物◉エプロン、三角巾、
　　　　大きめのタッパー３つ
申込期限◉ 10 月 26 日㊌まで

韓国料理教室
▶▶▶いきいき館柴

チェ

允
スウ

恵
ジョン

さん
が教える5Course

Che Suujon ◉楽しみながら本場韓国の料理を伝授

C
O

URSE

問生涯学習課　☎ 0178 � 4276

下町の小さなハンバーグ店に集う、おかしな人たち。
みんなちょっとずつ何かが欠けていて、つながりあっ
て、ひとつの命になっている ･･･。生きることのよろ
こびをギュッととじこめた小説。

ジュージュー

真っすぐ家に帰って何が悪い！サッカー部でも、野球
部でも、不良でもないオレたちにだって、汗と涙の青
春はあるのだ ･･･。帰宅部ボーイズたちのちょっぴり
切ないきらめきの日々を綴る青春小説。

憧れの高級結婚式場で、同日に行われる 4 つの結婚式。
それぞれが思惑を秘めたまま、華燭の典にのぞむ新郎
新婦の未来は !? パニックエンターテインメント長編。

本日は大安なり
古典文学講座（再掲）

▶▶▶東公民館2Course

Mimura Michiyo ◉八戸大学客員教授として各方面に活躍

10 月 15 日㊏、11 月５日㊏、19 日㊏
10 時～ 11 時 30 分　先着 30 人
持ち物◉筆記用具
申込期限◉９月 30 日㊎まで

10 月 20 日㊍　13 時～ 16 時
先着 15 人
材料費◉ 500 円
持ち物◉エプロン、三角巾、筆記用具
申込期限◉ 10 月 12 日㊌まで

和菓子作り教室Ⅱ
▶▶▶いきいき館北向直子さん

が教える3Course
Kitamuki Naoko ◉生活改善推進委員として食育活動を展開
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オ
▼
町
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
▼
徳

永
幸
雄
▼
㈶
全
国
市
町
村
振
興

協
議
会
▼
㈶
青
森
県
市
町
村
振

興
協
議
会
▼
青
葉
町
内
会
▼
特

町
村
会
▼
柏
崎
英
人
▼
㈱
神
本

興
業
▼
緑
ヶ
丘
町
内
会
▼
竹
ヶ

原
勉
▼
町
体
育
協
会
▼
六
戸
町

▼
お
い
ら
せ
・
六
戸
町
建
設
業

協
会
▼
㈱
青
森
銀
行
▼
十
和
田

市▼
遠
藤
剛
▼
㈲
パ
ル
電
装
技
研

▼
六
戸
町
職
員
互
助
会
▼
ハ
シ

モ
ト
キ
ョ
ウ
コ
▼
吉
田
強
▼
ヨ

シ
ダ
ツ
ト
ム
▼
ヨ
シ
ダ
タ
ク
ヤ

▼
木
村
好
雄
▼
サ
イ
ト
ウ
セ
ツ

▼
タ
カ
ハ
シ
マ
キ
コ
▼
お
い
ら

せ
町
商
工
会
女
性
部
▼
青
森
自

治
労
連
▼
蛯
名
和
雄
▼
木
戸
口

國
雄
▼
深
沢
さ
な
い
▼
成
田
博

▼
み
ち
の
く
吟
詠
会
▼
横
田
京

子
▼
青
森
県
遊
技
業
協
同
組
合

▼
三
田
町
内
念
仏
会
▼
不
二
興

管
工
業
㈱
▼
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ケ
イ

コ
▼
天
理
教
百
石
分
教
会
▼
堤

ヨ
シ
エ
▼
堤
幸
一
▼
山
﨑
斉
▼

澤
頭
正
二
郎
▼
昆
正
男
▼
木
村

春
男
▼
キ
ノ
シ
タ
エ
ス
エ
ス
ブ

イ
▼
㈲
ビ
ジ
ネ
ス
創
研
▼
青
森

総
合
警
備
保
障
㈱
八
戸
支
社
▼

十
和
田
市
職
員
互
助
会
▼
国
保

連
職
員
一
同
▼
青
森
県
国
保
連

▼
三
上
医
院
▼
法
運
寺
▼
青
森

県
町
村
会
▼
上
北
郡
町
村
会
▼

全
国
町
村
会
▼
大
石
産
業
㈱
八

戸
工
場
▼
立
正
佼
成
会
八
戸
協

会
▼
㈱
柏
崎
組
▼
桃
川
㈱
及
び

社
員
一
同
▼
町
職
員
組
合
▼
十

和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合

▼
㈱
エ
コ
ー
▼
み
ち
の
く
信
用

保
証
㈱
▼
六
ヶ
所
村
▼
新
潟
県

町
村
会
▼
石
川
県
町
村
会
▼
㈳

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

▼
日
本
国
土
開
発
㈱
▼
七
軒
町

納
税
貯
蓄
組
合
▼
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
▼
福
井
県

災
害
義
援
金

復
興
支
援
寄
附
金

東日本大震災で被害を受けた本町に多くの
方々から物資や義援金、復興支援寄附金など
をいただきました。8 月 25 日現在までにい
ただいた分を掲載しています。（順不同、敬
称及び匿名の方、本人の意向により掲載して
ほしくない方は省略させていただきました。）

たくさんのご支援
ありがとうございます

救
援
物
資

生
活
支
援
物
資

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
百
石
郵
便
局
▼
町
連
合
婦
人

会
▼
町
食
生
活
改
善
委
員
会
▼

日
本
ハ
ム
㈱
グ
ル
ー
プ
▼
青
森

県
南
街
商
協
同
組
合
▼
三
沢
警

察
署
▼
平
内
町
日
赤
奉
仕
団
▼

住
友
生
命
三
沢
支
部
▼
青
い
森

信
用
金
庫
お
い
ら
せ
支
店
▼
青

森
県
農
業
会
議
所
▼
更
生
保
護

女
性
会
（
豊
栄
）
▼
更
生
保
護

女
性
会
（
根
岸
）
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た

す
け
あ
い
・
さ
わ
や
か
青
森
▼

東
芝
㈱
東
北
支
社
▼
百
石
荘
▼

町
赤
十
字
奉
仕
団
▼
あ
ゆ
み
保

育
園
▼
上
新
町
健
友
会
▼
三
沢

基
地
ア
メ
リ
カ
赤
十
字
▼
米
軍

三
沢
基
地
▼
立
花
弘
子
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別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
石
荘
職

員
一
同
▼
お
い
ら
せ
地
区
更
生

保
護
女
性
会
▼
高
橋
満
▼
若
葉

会
有
志
一
同
▼
町
食
生
活
改
善

推
進
委
員
会
百
石
地
区
一
同
▼

下
田
朝
野
球
協
会
▼
青
森
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
▼
ヨ
シ
ダ
ト

モ
コ
▼
㈱
マ
ル
ナ
カ
百
石
支
店

▼
ハ
タ
サ
ト
コ
▼
十
和
田
お
い

ら
せ
農
業
協
同
組
合
▼
㈲
コ
ウ

セ
イ
コ
ウ
ギ
ョ
ウ
▼
柏
崎
青
果

㈲
▼
町
文
化
協
会
▼
木
村
幸
子

▼
松
林
フ
ミ
▼
十
和
田
東
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
下
田
東
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
町
子
供
会
育
成
連
合
会
▼
澤

上
訓
▼
木
村
英
樹
▼
町
職
員
互

助
会
▼
柏
崎
和
紀
▼
新
明
和
工

業
㈱
東
北
支
店
▼
川
原
真
栄
子

▼
坂
井
田
亜
希
子
▼
上
新
町
々

内
会
▼
㈱
ベ
ジ
ッ
ク
ス
▼
本
村

保
育
園
▼
大
分
県
竹
田
市
▼
町

観
光
協
会
▼
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
▼
航
空
自
衛
隊

三
沢
基
地
Ｏ
Ｂ
会
▼
原
水
爆
禁

止
日
本
協
議
会
▼
青
森
つ
ば
め

プ
ロ
パ
ン
販
売
㈱
▼
カ
ワ
ヨ
グ

リ
ー
ン
牧
場
▼
甲
洋
小
学
校
▼

上
十
三
地
域
環
境
産
業
連
絡
会

▼
町
物
産
振
興
会
▼
イ
ズ
ミ
ト

キ
コ
▼
苫
米
地
町
内
会
▼
西
あ

子
▼
加
藤
勝
行
▼
今
津
葛
▼
葛

西
い
る
子
▼
木
村
統
子
▼
津
田

暁
子
▼
内
村
陸
郎
▼
竹
内
光
子

▼
浜
田
京
子
▼
笠
谷
涼
子
▼
田

島
紀
子
▼
吉
田
幸
一
郎
▼
川
本

陽
子
▼
山
谷
武
男
▼
船
木
光
男

▼
盛
有
子
▼
佐
々
木
春
奈
▼
三

浦
智
恵
子
▼
柏
崎
の
り
子
▼
乙

部
ひ
か
る
▼
柴
正
幸
・
幸
子
▼

堀
江
壮
▼
山
北
誠
▼
乗
附
ち
よ

の
▼
永
澤
智
江
▼
川
嶋
智
子
▼

川
口
英
一
▼
中
村
美
津
子
▼
山

口
和
典
▼
小
堤
仁
・
幸
子
▼
木

藤
美
貴
▼
高
橋
桃
子
▼
馬
場
ト

ミ
▼Alittlebit

有
志
▼
鳥
谷

部
と
わ
▼
堀
内
節
子
▼
佐
々
木

千
穂
▼
飯
貝
夕
紀
▼
屋
代
美
津

子
▼
櫛
引
久
美
子
▼
佐
藤
邦
喜

▼
有
坂
美
津
子
▼
鹿
内
典
子
▼

平
野
元
▼
佐
藤
長
子
▼
常
見
み

さ
子
▼
浅
野
詩
織
▼
高
井
絵
美

▼
高
田
ひ
ろ
子
▼
平
川
文
吉
▼

望
月
洋
一
▼
藤
田
隆
▼
20
の
旅

行
会
▼
望
月
俊
治
▼
中
野
文
子

▼
中
野
渡
武
信
・
妙
子
▼
溝
添

久
子
▼
橋
本
常
代
▼
北
原
敏
幸

▼
福
田
久
美
子
▼
中
村
雅
俊
▼

星
川
秀
雄
▼
日
本
共
産
党
中
央

委
員
会
▼
佐
藤
政
史
▼
荒
谷
勝

雄
▼
池
田
明
美
▼
濱
谷
佐
代
子

川
順
子
▼
三
浦
優
子
▼
鈴
木
康

夫
▼
卯
田
と
く
▼
田
端
桃
子
▼

松
本
公
子
▼
村
田
憲
彦
▼
入
間

田
禮
子
▼
河
野
桜
・
惇
▼
鈴
木

妹
子
▼
吉
田
れ
い
子
▼
須
田

き
み
▼
佐
藤
玲
子
▼Panov.

Vladim
ir

▼
船
越
満
輝
▼
中

村
徹
▼
鈴
木
マ
リ
▼
佐
野
千
恵

子
▼
高
橋
学
▼
山
田
康
晴
▼
杉

山
直
久
▼
川
口
信
男
▼
米
岡
須

美
恵
▼
中
橋
克
寛
▼
寺
井
の
り

子
▼
荒
野
妃
美
子
▼
上
田
美
穂

▼
新
堀
智
子
▼
清
水
洋
子
▼
山

木
ゆ
か
り
▼
林
智
美
▼
志
村
秀

範
▼
吉
田
卓
史
▼
佐
藤
フ
ミ
▼

有
本
和
代
▼
飯
塚
伸
・
笑
子
▼

小
出
一
彰
▼
平
沢
多
雅
子
▼
坂

本
賢
治
▼
小
川
真
木
子
▼
内
田

勇
三
▼
石
岡
利
夫
▼
奥
津
精
次

▼
川
添
簡
易
郵
便
局
▼
齋
藤
み

つ
ゑ
▼
宮
原
晶
子
▼
笠
原
晃
夫

▼
宮
原
明
▼
林
野
栄
▼
北
川
純

治
▼
江
端
和
子
▼
西
尾
京
子
▼

上
牧
野
み
ど
り
▼
内
山
靖
子
▼

尾
林
真
由
美
▼
末
広
満
▼
吉
田

薫
▼
葛
西
史
子
▼
東
舘
久
美
子

▼
坂
井
ま
さ
子
▼
梶
本
長
子
▼

長
山
和
夫
▼
ミ
ウ
ラ
ユ
キ
ミ
▼

佐
竹
三
枝
子
▼
國
土
理
恵
▼
服

部
良
美
▼
中
山
富
美
代
・
久
美

き
彦
▼
Ｆ
Ｒ
Ｐ
内
面
補
修
工
法

協
会
▼
百
石
柏
会
▼
㈳
日
本
補

償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
東
北

支
部
青
森
県
部
会
▼
㈶
青
森
県

体
育
協
会
▼
石
渡
清
徳
▼
市
川

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
▼
青
森
県
信
用

組
合
百
石
支
店
信
友
会
▼
㈱
柏

崎
組
安
全
衛
生
協
力
会
柏
親
会

▼
㈱
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ポ
ー
ツ

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
下
田
店
▼
青
森

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
▼
東

管
工
業
㈱
▼
シ
ダ
ッ
ク
ス
㈱
▼

東
北
建
設
㈱
▼
政
田
浩
江
▼
坂

野
充
子
▼
萩
野
容
子
▼
鈴
木
克

子
▼
鈴
木
伸
明
▼
舘
野
善
成
▼

越
野
香
織
▼
筒
木
坂
簡
易
局
▼

一
川
目
簡
易
郵
便
局
▼
吉
田
良

紀
▼
木
村
優
▼
和
田
正
清
▼
佐

藤
辰
明
▼
滝
川
清
▼
前
田
登
美

恵
▼
渡
辺
久
江
▼
後
藤
美
代
子

▼
坂
本
美
智
子
▼
富
田
陽
子
▼

赤
堀
清
▼
隈
部
文
子
▼
正
堺
昭

広
▼
山
内
理
絵
▼
若
林
茂
吉
▼

高
橋
武
巳
▼
岩
谷
哲
子
▼
岸
匠

▼
竹
原
博
文
▼
野
勢
英
樹
▼
井

上
須
美
子
▼
吉
田
則
子
▼
當
山

千
枝
美
▼
横
山
奈
緒
子
▼
井
川

イ
ソ
ロ
ク
▼
安
枝
玲
司
▼
服
部

孝
暢
▼
神
田
朋
子
▼
松
本
攸
子

▼
高
橋
瑞
枝
▼
阿
部
汐
里
▼
細

　おいらせ町では東北地方太平洋沖地震の被災者支援のた
め、災害義援金を受け付けています。
　皆さんのご協力をお願いいたします。
◆口座振込みの場合（①②ともに手数料はかかりません）
　①青い森信用金庫おいらせ支店　普通 0215659
　　口座名義：おいらせ町災害義援金
　　（平成 24 年 3 月 31 日まで受付）

　　②ゆうちょ銀行　00160-3-663
　　口座名義：おいらせ町災害対策本部
　　（平成 24 年 3 月 30 日まで受付）
◆郵便による義援金の送金
　（平成 24 年 3 月 31 日まで受付。全国の郵便局窓口か
らの現金書留の郵送は郵便手数料はかかりません）
◆現金による義援金納付も受け付けています。
　（平成 24 年 3 月 30 日まで受付）
受付窓口　本庁舎 2 Ｆ総務課　
　　　　　分庁舎１Ｆ分庁サービス課

義援金の受付期間を延長します
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小
出
理
加
▼
大
森
浩
子
▼
サ
サ

キ
ア
キ
コ
▼
㈱
三
輪
▼
齋
藤
光

子
▼
眞
信
山
蓮
向
寺
▼
加
藤
洋

▼
今
村
絹
代
▼
獅
子
内
富
衛
▼

清
水
郁
子
▼
山
下
彰
子
▼
渡
辺

広
子
▼
長
嶋
雅
弘
▼
西
村
秀
幸

▼
加
藤
寿
夫
▼
大
久
保
忠
登
▼

金
子
昌
隆
▼
鵜
飼
恵
太
▼
梅
井

祝
子
▼
松
本
み
ね
子
▼
櫻
井
秀

規
▼
平
間
諭
▼
萬
瀬
食
堂
▼
藤

代
國
忠
▼
田
中
秀
樹
▼
西
村
千

春
▼
石
川
鎭
生
▼
瀧
澤
泰
明
▼

幸
田
信
子
▼
佐
藤
正
年
▼
西
舘

利
雄
▼
渡
辺
和
美
▼
加
藤
洋
人

▼
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
㈱
▼
高

橋
治
子
▼
成
田
章
子
▼
篠
田
博

子
▼
松
本
茂
雄
▼
小
宮
豪
巳
▼

吉
田
薫
明
▼
有
本
督
▼
木
村
敬

▼
花
淪
文
巳
▼
蒲
公
英
▼
齋
藤

祥
子
▼
大
内
哲
彦
▼
池
田
若
菜

▼
宮
嶋
憲
二
郎
▼
船
橋
里
美
▼

山
田
京
子
▼
奥
健
治
▼
相
原
悠

紀
子
▼
大
山
行
雄
▼
橋
本
正
則

▼
森
谷
昭
▼
櫻
橋
晴
雄
▼
全
国

市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議

会
▼
高
橋
秀
二
▼
加
藤
弘
子
▼

大
澤
國
宏
▼
羽
原
薫
子
▼
佐
藤

光
江
▼
村
松
剛
▼
田
片
慶
子
▼

五
十
嵐
繁
▼
佐
藤
滋
子
▼
谷
口

榮
文
▼
篠
崎
美
代
子
▼
高
島
貞

栄
佐
▼
三
宅
敬
子
▼
米
山
三
彩

江
▼
和
藤
由
江
▼
川
原
昭
▼
佐

藤
洋
子
▼
羽
鳥
秀
子
▼
金
田
綾

子
▼
服
部
和
子
・
綾
佳
▼
的
場

順
子
▼
西
川
条
欧
里
▼
梶
原
謙

治
▼
冨
沢
良
夫
▼
佐
々
木
敏
明

▼
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　東日本大震災により、被害を受けた方で、以下のとおり生活と経済活動を復興する方に対し助成金を支給し
ており、その財源として活用しています。

・住家が全半壊し、再取得または修繕する世帯
・非住家が全半壊し、再取得または修繕する世帯。ただし、固定資産税名寄帳兼課税台帳に記載されている
　建物に限ります。

・自家用自動車が被害を受け、再取得または修理した方。町外の方でおいらせ町内の企業等に勤務し、且つ、
　おいらせ町内で被害に遭われた方も対象とします。

・トラクター等の農機具が被害を受け、再取得または修繕する世帯
・漁船及び漁具が被害を受け、再取得または修繕する世帯

○配分対象と配分額（第三次配分まで）
　住家全壊　　　　　　　　５１万円
　住家半壊　　　　　　　　１７万円
　住家一部損壊（地震）　６万円
　住家一部損壊（津波）　３万円　

　被災者の被災程度に応じて配分します。
　義援金を公平かつ効果的に配分するために、おいらせ町災害義援金配分委員会を開催し、次のとおり配分
しております。

○配分済額
　２２，０７０，０００円

（現在高４，０１７，４９８円（８月２５日現在））

■復興支援寄附金の活用

■災害義援金の配分

３０，６９９，４９２円

２６，０８７，４９８円
おいらせ町災害義援金

おいらせ町災害復興支援寄附金

（8 月 25 日現在）

ご寄付いただきました方々の寄付目的を確認した上で、

災害義援金と復興支援寄附金とに分けて受付しております。

・災害義援金は、被災者に対して被災程度に応じて配分しております。

・復興支援寄附金は、被災者の生活・経済活動復興のための支援に使わせていただきます。
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日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 ㊏

2 ㊐
早朝徤診 受け付け／ 6:45-8:30 い き い き 館 特定 ( 基本健診 )、胃、大腸、肺、前立腺がん検診

愛の献血 10:00-12:00
14:15-16:00

県 立 百 石 高 校
イオン モ ール下 田

3 ㊊ 徤口栄養講座 9:30-13:00 い き い き 館 お口の健康に関心がある 65 歳以上の人

4 ㊋
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定
1 歳 6 ヵ月児徤康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象平成 22 年 3 月生まれの子ども

5 ㊌
２～３ヵ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象平成 23 年 7 月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません
認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 事前申込み必要：地域包括支援センターへ

6 ㊍ 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

7 ㊎
認知症予防教室 9:30-12:00 豊 原 集 会 所 事前申込み必要：地域包括支援センターへ
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

8 ㊏
9 ㊐

10 ㊊ 愛の献血 10:00-16:00 イオン モ ール下 田
11 ㊋ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定

12 ㊌
早朝徤診 受け付け／ 6:45-8:30 老 人 福 祉 センター 特定 ( 基本健診 )、胃、大腸、肺、前立腺がん検診
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導

13 ㊍
健診結果説明会 受け付け／ 15:00-15:30 い き い き 館 健診の結果を必ず持参してください
転倒予防自主トレーニング 10:00-11:30 老 人 福 祉 センター
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

14 ㊎ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
15 ㊏
16 ㊐
17 ㊊ 早朝徤診 受け付け／ 6:45-8:30 い き い き 館 特定 ( 基本健診 )、胃、大腸、肺、前立腺がん検診

18 ㊋
早朝徤診 受け付け／ 6:45-8:30 い き い き 館 特定 ( 基本健診 )、胃、大腸、肺、前立腺がん検診
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定

19 ㊌
５～６ヵ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象平成 23 年４～５月生まれの子ども
徤口栄養講座 9:30-13:00 北 公 民 館 お口の健康に関心がある 65 歳以上の人

20 ㊍ 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

21 ㊎
認知症予防教室 9:30-12:00 老 人 福 祉 センター 事前申込み必要：地域包括支援センターへ
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
3 歳児徤康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老 人 福 祉 センター 対象平成 20 年 4 月生まれの子ども

22 ㊏
23 ㊐
24 ㊊ 徤口栄養講座 9:30-13:00 い き い き 館 お口の健康に関心がある 65 歳以上の人
25 ㊋ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の血圧測定

26 ㊌
婦人科健診 受け付け／ 11:30-13:00 老 人 福 祉 センター 子宮 ( 卵巣 ) がん、乳がん健診
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導

27 ㊍
婦人科健診 受け付け／ 11:30-13:00 老 人 福 祉 センター 子宮 ( 卵巣 ) がん、乳がん健診
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 10:30-12:00 老 人 福 祉 センター 理学療法士の運動指導

28 ㊎
認知症予防教室 9:30-12:00 一 川 目 生 活 館 事前申込み必要：地域包括支援センターへ
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
乳幼児予防接種（ポリオ） 受け付け／ 13:30-14:00 北 公 民 館 対象生後 3 ヵ月～ 90 ヵ月未満の子ども

29 ㊏
30 ㊐

31 ㊊ メンズエプロンクラブ 9:30-13:00 い き い き 館 事前申込み必要：地域包括支援センターへ
男性対象の健口栄養講座です。

 おいらせ 健康カレンダー 2011.Octo� r

※有料広告です

医療法人正恵会
☎ 0178-52-3611石田温泉病院

［診療科目］

　内科、神経科、呼吸器科、胃腸科、
　循環器科、小児科、放射線科、
　リハビリテーション科

　勤務を希望する人は気軽に問い合わ
　せてください。

［（正・准）看護師・介護スタッフを募集］

　町民バスを利用する人は、受け
　付けへ連絡してください。バス
　料金の半額を助成します。

［町民バス料金を助成］［介護サービス事業］

□デイケアセンター「わの里」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 1212
□短期入所生活介護「いしだ」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 3611
□訪問看護ステーション「ぬくもり」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 1211
□居宅介護支援ケアサポート「ももいし」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 3611

地域の医療と健康を守る
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８月に届け出し、掲載を希
望した人を載せています。

Life Information
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✿
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✿
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介
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✿
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✿
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✿
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く
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✿
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✿
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ち
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✿
佐
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戸
の
籍
窓

✿
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

♥
結
婚
お
め
で
と
う

◉
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
組

高
舘
秀
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六
ヶ
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中
井
麻
佑
子　
　
　
　
　

│
八
戸
市

佐
藤
暁　
　
　
　
　
　
　

│
六
戸
町

鹿
内
梓　
　
　
　
　
　
　

│
三
沢
市

平
舘
謙　
　
　
　
　
　
　

│
八
幡
町

中
村
朋
子　
　
　
　
　
　

│
六
ヶ
所
村

Very lovely baby

▼
初
め
て
の
お
祭
り
の
取

材
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
少
し
は
楽
し
め
た
の
か

な
と
ホ
ッ
と
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
参
加
し
て
い

る
人
た
ち
は
表
情
が
生
き
生

き
と
し
て
心
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

▼
取
材
で
空
道
の
道
場
に
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
に
は
道
場
訓
が
掲
げ

ら
れ
、
読
ん
で
み
る
と
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
ハ
キ

ハ
キ
と
し
た
口
調
で
「
オ

ス
！
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た

時
や
稽
古
中
の
態
度
な
ど

の
し
っ
か
り
し
た
姿
に
驚

き
、
人
を
育
て
る
面
で
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
▼
お
い
ら
せ
町
に
は

自
分
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、

ま
だ
ま
だ
素
晴
ら
し
い
題
材

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
可
能
な
限
り
お
話

を
聞
き
に
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

企
画
課
広
報
担
当　

野
崎

編

集

後

記



がんばろう
おいらせ。
がんばろう
ニッポン。

広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌
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今
年
、
法
運
寺
隣
の
若
宮
八
幡
宮

は
鳥
居
の
建
て
替
え
を
行
っ
た
。
そ

の
新
し
い
鳥
居
に
は
見
事
な
「
し
め

縄
」
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
綯な

っ
た
の

は
福
田
末す

え

太た

郎ろ
う

さ
ん
。
し
め
縄
は
一

般
的
に
ワ
ラ
を
使
う
が
、
福
田
さ
ん

は
「
ス
ゲ
」
と
い
う
長
く
て
丈
夫
な

草
を
使
う
。
そ
の
草
を
３
日
間
天
日

干
し
し
た
後
に
綯な

う
。
ま
た
、
ワ
ラ

を
用
い
て
色
々
な
工
芸
品
を
作
る
の

も
得
意
。老
人
ク
ラ
ブ
で
作
っ
た
り
、

工
芸
の
師
匠
と
し
て
近
隣
市
町
村
に

出
向
い
て
教
え
て
い
る
。「
こ
れ
ま

で
い
ろ
ん
な
人
に
頼
ま
れ
て
長
年
し

め
縄
を
綯
っ
て
き
た
が
、
去
年
は
体

調
を
崩
し
て
休
ん
で
し
ま
っ
た
。
体

調
は
良
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
意
欲
的
。

長
年
培

つ
ち
か

っ
た
卓
越
し
た
技
術
を
生

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
て
ほ

し
い
と
願
う
。

ふくだ・すえたろう　大正 14 年
七軒町生まれ。
　「わらじ」や「ワラ帚

ぼうき

」、「置き
物」などの工芸品を 50 余年にわ
たり作り続けている。ワラ工芸品
の技術に優れ、平成 11 年第１回
ももいし名人に認定されたことも
ある。とても温厚で気さくな人柄。
現在は妻と二人暮らし。一川目在
住。86 歳

Profile

様
々
な
工
芸
品
を
作
り
続
け
て
50
余
年

「
こ
れ
か
ら
も
つ
く
り
続
け
た
い
」

福
田
末
太
郎
んさ

︵
一
川
目
︶

若宮八幡宮の鳥居

自作のワラ工芸品


